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1 はじめに

株価動向予測におけるテクニカル分析及びファンダ

メンタルズ分析は、数学的な予測による分析が多い [1]。
新聞記事には、”上昇”、”下落”、”発言”、”発売”、”
中止”、”リコール”、”リストラ”、など、株価動向に
対して影響を及ぼすと考えられる情報が数多く含まれ

ているが、これらの表現を数学的な処理に直接利用で

きないため、新聞記事のテキスト情報は、株価動向の

予測にはあまり活用されていない。

そこで本研究では、ファンダメンタルズ分析を基に、

新聞記事のテキスト情報と株価動向との対応付けを行

う。新聞記事が株価動向へ及ぼす影響を調べるため、

従来研究 [2]で行われていた手法を用い、株価変動率
を用いて記事評価値を算出する。そして、語句が株価

に与える影響を調べるために、記事評価値を用いて語

句評価値を算出し、解析を行う。また、業種によって

同じ単語であっても、株価動向に与える影響が異なる

ことも十分に考えられる。

そのため、本研究では、新聞記事を業種別に分類し

解析を行う。業種別に分類することにより、業種によっ

て単語が株価動向に与える影響の違いや新聞記事と株

価動向の関係性について解析する。業種別に分類した

語句評価値を用いて、記事推定値を算出し、記事評価

値と記事推定値について評価を行った。

2 関連研究

現在、新聞記事のテキスト情報を利用した研究とし

て、杉浦らのテキスト情報から統計量名と統計量を抽

出するもの [3]や小川らのテキスト情報をマイニング
することで新聞記事を各テーマに分類し、どのテーマ

が出現したときに株価が上昇・下落するかを解析する

もの [4]、張らの株価データを用いて新聞記事と株価
変動の相関を評価する方法 [2]がある。
杉浦ら,小川らの研究はテキスト情報の一部を対象
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として抽出や解析を行っているため情報量としては不

十分である可能性が考えられる。また、張らの研究で

は、すべての銘柄およびテキスト情報全体を対象とし

ているが、語句評価値を算出する際に、業種で分けず

にすべてを対象として行っている。ある単語によって

は、業種によって株価動向に与える影響が異なり、ノ

イズとなってしまう可能性も考えられる。

3 新聞記事と株価動向の関係の解析方法

図 1: 研究の全体像

図 1は、今回の研究の全体像である。株価変動率、
記事評価値、語句評価値、記事推定値の算出方法につ

いては、張らの研究のアプローチを利用している。張
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らの研究では、記事評価値を算出した後、業種ごとに

分類せず、すべての記事を対象として語句評価値を算

出し、記事推定値を算出しているが、我々の研究では、

業種別に語句評価値を算出し、それぞれの業種におい

て記事推定値を算出する。

3.1 株価変動率

新聞記事と株価動向の関係性を調べるためには、新

聞記事と株価動向を対応付けする必要がある。そのた

め、株価変動率 (式 1)を用いる。

rij(s) =
pj(s) − pi(s)

pi(s)
(1)

式中の記号は、i, j:日付, s:銘柄, pi(s):日付 iにおける

銘柄 sの株価, rij(s):日付 iから j における株価変動

率を表す。

3.2 市場の影響を考慮した株価変動率

株価変動率だけを用いるのでは、市場全体の動きに

影響を受けて上昇または下落してしまうことが考えら

れ、市場全体の動きの影響を考慮する必要がある。そ

のため、市場を考慮した株価変動率 (式 2)を用いる。

r′ij(s) = rij(s) − Rij (2)

式中の記号は、Rij :日経平均株価の変動率, r′ij(s):市場
を考慮した株価変動率を表す。

3.3 記事評価値

市場を考慮した株価変動率を用いて、新聞記事にお

ける株価動向への影響力を調べるため、記事評価値を

算出する。記事評価値は、新聞記事 aにおいて、見出

しと第一段落に出現するすべての銘柄名の市場を考慮

した株価変動率 (式 2)の平均値とする。

article(a) =
1
l

l∑
k=1

r′ij(sk) (3)

式中の記号は、l:銘柄数, a:新聞記事, article(a):新聞
記事 aにおける記事評価値を表す。

3.4 記事を業種別に分類

新聞記事を業種別に分類するために、業種と銘柄の

対応表を用意した。新聞記事に業種情報を付与する方

法として、新聞記事の見出しと第一段落にある銘柄が

出現した際に、その銘柄が属する業種をその新聞記事

が属する業種とする。また、業種の異なる複数の銘柄

が出現した際は、一番多く出現した業種をその新聞記

事に付与する。

3.5 業種別語句評価値

記事評価値を用いて、語句における株価動向への影

響を調べるため、語句評価値を算出する。語句評価値

は、その語句が存在する対象業種のすべての記事にお

ける記事評価値の平均値とする。また、語句評価値は

業種別に算出する。

word(d) =
1
m

m∑
k=1

article(ak) (4)

式中の記号は、d:語句, m:語句 d が出現する記事数,
word(d):語句 dにおける語句評価値を表す。

3.6 業種別記事推定値

業種別語句評価値を用いて、新しい記事へ適用し記

事推定値を算出する。記事推定値は、新聞記事を構成

する複数語句の語句評価値の平均値とする。また、語

句評価値と同様に記事推定値も業種別に算出する。

newarticle(a) =
1
n

n∑
k=1

word(dk) (5)

式中の記号は、d:語句, n:記事 a に出現する単語数,
newarticle(a):記事 aにおける記事推定値を表す。

3.7 単語対への拡張

以上の計算を、新聞記事を対象に行う。単語の単純

な出現だけに着目したのでは、否定表現などを抽出す

ることが出来ず、構文情報を考慮する必要がある。

そのため、張らのアプローチである単語対を利用し、

構文解析器である CaboCha[5]を用いて、単語の係り
受け情報を抽出し、同様に評価値を算出する。

• 単語対…単語の係り元と係り先を 1つの情報とし
てまとめる

• 助詞を含む単語対…単語対において、単語の係り
元と係り先の間に助詞が出現した際は、助詞の情

報も含めて 1つの情報としてまとめる

単語対に用いる単語の品詞の種類として、助動詞以

外を用い、動詞については原形を用いる。また、助詞

については、張らと同様に「は、が、の、を、に、へ」

を用いる。

－　1071 －



4 評価

4.1 実験環境

本研究では、日本経済新聞 98年,99年版 [6]を対象
とし、ニュース記事を抽出する。株価データは、Pan-
Rolling の相場データ集・国内相場版 [7]を使用する。
新聞記事データベースは、記事番号、見出し、日付、

第一段落、全文を格納する。また、株価データベース

は、銘柄コード、日付、四本値 (始値、高値、安値、終
値)、出来高を格納する。

4.2 実験方法

今回の研究の実験として、2つの方法で実験を行う。
(1)業種別に分類することにより業種間の単語対に違
いが見られるか、(2)業種毎の記事推定値を用いて記
事評価値の単純な上昇・下落を予測できるかを評価す

る。記事推定値は、98年の新聞記事と株価データを用
いて学習データを構成し、99年の記事へ適用したも
のを用いる。

株価変動率において、新聞記事が掲載された日にち

とその翌日の差分を取った 1 日後差分、新聞記事が掲
載された日にちとその 5日後との差分を取った 5日後
差分の 2つにおいて評価を行う。(1)の実験では、単
語対に対して「円」と「高」、「円」と「安」が含まれ

るものについて行う。その結果が、表 1と表 2である。
(2)の実験では、株価動向の小さな変動はノイズと

考えられるため、記事推定値においてしきい値を設

け、+0.0005以上、または、-0.0005以下のものだけ
を今回の実験の評価対象とする。

表 3、表 4は、それぞれの業種についての正解率で
ある。表中の数値は、分母が総記事数を表し、分子が

正解した記事数を表す。

表 5から表 14は、それぞれの業種における 1日後
差分と 5日後差分における予測の正解の記事数・不正
解の記事数を表したものである。推定値上昇と推定値

下落は、記事推定値が上昇・下落と予測したものを表

し、評価値上昇と評価値下落は、記事評価値が上昇・

下落したものを表す。表中の数値は、正解・不正解し

た記事数を表す。

4.3 業種別に分類した結果

表 1より、1日後差分ではあまり変化がなく参考に
ならない結果となった。表 2より、5日後差分につい
ては、「電機・精密」、「自動車」に関して、「円」、「高」

を含む単語対の値よりも「円」、「安」を含む単語対の

値が大きい結果となった。また、「小売り」、「食品」に

関しては、「円」、「安」を含む単語対の値よりも「円」、

「高」を含む単語対の値が大きい結果となった。これ

ら結果により、同じ単語であっても業種により株価動

向に対する影響が異なることが分かる。

表 1: 単語対について (1日後差分)
業種 1日後差分 円高 1日後差分 円安

電機・精密 0.011 0.010

自動車 0.010 0.012

小売り 0.014 0.016

食品 0.006 0.002

表 2: 単語対について (5日後差分)
業種 5日後差分 円高 5日後差分 円安

電機・精密 -0.010 0.008

自動車 0.013 0.041

小売り 0.020 0.012

食品 0.022 0.005

4.4 予測結果

表 3: 正解率 (1日差分)
業種 記事数/総記事数 正解率

未分類 12793/26425 0.4841

電機・精密 2083/4060 0.5131

自動車 925/1940 0.4768

小売り 762/1634 0.4663

食品 809/1516 0.5336

表 3より「未分類」と比較して「電機・精密」と「食
品」については、正解率が向上しており、「自動車」と

「小売り」はあまり変化が見られない結果となった。ま

た、表 4より、「未分類」と比較して、「電機・精密」
に関しては、正解率が向上する結果となり、「自動車」

はあまり変化が見られず、「小売り」と「食品」に関

しては下がる結果となった。これら結果より、語句を

業種別に分類することにより、1日後差分では、分類
精度が向上する業種や変化が見られない業種が存在す

ることを確認し、5日後差分では、分類精度が向上す
る業種・変化が見られない業種・下がる業種が存在す

ることを確認した。

5 おわりに

業種別に分類した新聞記事と株価動向の予測を行っ

た。単語対については、業種間において、株価動向に

与える影響が異なることが分かった。また、予測に関

しては、業種別に分類しない方法と業種別に分類した
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表 4: 正解率 (5日差分)
業種 記事数/総記事数 正解率

未分類 12437/26056 0.4773

電機・精密 2083/4060 0.5123

自動車 1064/2226 0.4780

小売り 854/1946 0.4388

食品 835/1861 0.4487

表 5: 未分類 (1日差分)
推定値上昇 推定値下落

評価値上昇 8115 4013

評価値下落 9219 4678

方法を比較した結果、分類精度が上がる業種・変化が

見られない業種・下がる業種があることが分かった。

また、今回の実験では出現した単語対について重み付

けを行っていない。そのため、今後の展望として、単

語対に対して TFIDFなどの重み付けを行う方法が考
えられる。
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表 6: 電機・精密 (1日差分)
推定値上昇 推定値下落

評価値上昇 1589 465

評価値下落 1512 494

表 7: 自動車 (1日差分)
推定値上昇 推定値下落

評価値上昇 590 293

評価値下落 722 335

表 8: 小売り (1日差分)
推定値上昇 推定値下落

評価値上昇 417 245

評価値下落 627 345

表 9: 食品 (1日差分)
推定値上昇 推定値下落

評価値上昇 396 302

評価値下落 405 413

表 10: 未分類 (5日差分)
推定値上昇 推定値下落

評価値上昇 9347 2572

評価値下落 11047 3090

表 11: 電機・精密 (5日差分)
推定値上昇 推定値下落

評価値上昇 1552 927

評価値下落 1298 785

表 12: 自動車 (5日差分)
推定値上昇 推定値下落

評価値上昇 684 342

評価値下落 820 380

表 13: 小売り (5日差分)
推定値上昇 推定値下落

評価値上昇 621 160

評価値下落 932 233

表 14: 食品 (5日差分)
推定値上昇 推定値下落

評価値上昇 670 113

評価値下落 913 165
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